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丸々育ったにんじん。ピカピカの体が自まん。

畑からこどもたちを見守るうちに、手足が

生えて動けるようになった。

朝から夕方までこどもたちを見守っている。

夢はこどものおうちでカレーになること。
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夢はこどものおうちでカレーになること。

体の色そのままに熱い心を持ったトマト。
プリプリのほっぺが自まん。車道ぞいの
畑で育ったため、いつか自分も真っ赤な
スポーツカーになれると思っている。
排気ガスは苦手。こう一点の女の子。
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1. ヘルメット
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車道を通るときは●●側を
通りましょう。
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歩道は歩いている人がゆう先です。
歩道を通るときは●●側に寄って通行し、
歩いている人のぼう害になりそうなときは
止まりましょう。
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自転車に乗るときは、●●を
かぶりましょう。（※2）

のじ てんしゃ

Ⅱ. 安全ルールをまもるうえで、下から正しいものを選んでや！
あんぜん した ただ えら

よる

1. 夜はライトをつけましょう。

※1: 自転車は、車道の左側を通ることが決まりですが、こども (13歳
未満 )が自転車に乗るときは、歩道を通ることができます。

※2: 令和5年4月1日より、すべての自転車利用者にヘルメットの
着用が努力義務となりました。
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南南河河内内生生まれのまれの生生すいのすいの大大阪阪ナス。ナス。危危険険なことなこと
でもつっこんでいくので、でもつっこんでいくので、幼幼いころいころ間間違違えてあえてあ
げられかけたことがあり、げられかけたことがあり、油油がが苦苦手手。。一一度度はは自自
転転車車にに乗乗ってみたいとってみたいと夢夢見見ているがヘタがじゃているがヘタがじゃ
までヘルメットがかぶれない。までヘルメットがかぶれない。

「自転車安全利用五則」自転車は「車のなかま」
じ てん しゃ あん ぜん り よう ご そく じ てん しゃ くるま

あい こと ば

合言葉1
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あんぜんさ ゆう み こう さ てん さ ゆうとお

4. 左右が見えにくい交差点を通るときは、しっかり左右の安全をかくにんしましょう。

こうつうあん ぜん おおさか

Ⅰ. ●●に入れる正しい答えを、１・２・３の中から選んでな！
い ただ こた なか えら

保護者の
みなさまへ

ほ ごしゃ

76

かなら と あんぜん

必ず止まって安全をかくにんしましょう。

と どう ろ かひょう と

3.「止まれ」の標しきや、道路に「止まれ」と書いているときは、

しんごう かなら
2. 信号は必ずまもりましょう。










